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横浜市中区の横浜信用金庫本店
横浜信用金庫（横浜市）が7日発表した2022年3月期の決算は、本業のもうけを示すコア業務純益が前の期比12%増の51億円だった。取引先などの倒産が低水準で推移し、貸倒引当金の戻り益が生じたほか、システム関連費用など物件費を中心に経費削減が進んだことが寄与した。純利益は同14%増の28億円だった。

3月末時点の貸出金残高は同3%減の1兆1046億円だった。新型コロナウイルス禍の資金繰り融資が一巡したことで微減となった。銀行間手数料が引き下げられた影響で、振込手数料が落ち込み、業務収益は同2%減の254億円にとどまった。

23年3月期は、コア業務純益が前期比26%減の38億円、純利益が同75%減の7億円を見込む。コロナ禍の先行きが不透明で、ロシアによるウクライナ侵攻で原油・原材料高や円安の影響も考慮し、予防的に与信関連費用を前期の7億円から、リーマン・ショック時の水準に近い21億円に引き上げる。デジタル関連の投資や基幹系システムの更改費用も予定しており、減益となる見通しだ。




